
男性相談事業 【足立区】

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

目的・目標

事業の特徴

個別事業費 ３３０ 千円

交付金額 １６５ 千円

事業番号 2

足立区では平成29年度より男性DV被害者を対象に女性相談員
による男性DV電話相談を行ってきたが、実態としては家族・夫婦関

係等の家庭内の悩みや、旧来の「男らしさ」の価値観による男性の
生きづらさ、それらによるストレスからのDV加害の悩み等、様々な

男性の悩みが寄せられている現状があった。また、同性の相談員
への相談を望む声も寄せられていた。

男性の多様な悩みを相談できる場を提供することで、男性を取り巻
く様々な悩みに寄り添う。
【相談件数／年
現状値 11件（R5時点）、目標値 36件（R7時点）】

従来から実施していた女性相談員による相談（電話のみ）に加え
て、令和５年度から男性相談員による相談（電話・面談）を新規に
開始した。月２回（第２月曜日・第４金曜日）受付けており、夕方か
ら夜間にかけて実施することで、就労者でも相談しやすい体制を整
えている。

相談窓口の認知度を向上させることで、顕在化していないニーズ
を窓口へつなぐべく、引き続き啓発を行う。

被害者だけでなく加害者からの相談もあり、DV予防の観点でも効
果があると考える。

これまでは女性相談員による電話相談のみであったが、同性の
相談員や面談も選択できるようになり、より相談者に寄り添った支
援が可能となった。新規の相談依頼も寄せられていることから、一
定のニーズがあると考える。

【委託先】 特定非営利活動法人女性ネットSaya－Saya



事業の概要

※女性相談員（電話のみ）は、交付対象外の内容。

令和５年度

電 話 ６件

面 談 ５件

合 計 １１件

※

SNS等での広報

足立区HP、X（旧・Twitter）での周知

チラシの配架

※

利用者の声

●第三者に相談してよかった。
●不安が減り、今後の見通しがついた。利用してよかった。
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